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平
成
四
年
度
学
会
春
季
大
会
研
究
発
表
要
旨
同
一
情
報
の
表
現
の
異
同
博
士
前
期
課
程
二
年
蓮
見
陽
子
　
調
査
の
目
的
　
本
研
究
は
、
同
一
の
内
容
に
よ
る
複
数
の
言
語
表
現
、
文
章
表
現
を
素
材
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
の
異
同
に
つ
い
て
分
析
し
、
個
人
約
な
文
体
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
比
較
に
用
い
る
文
章
の
内
容
を
同
一
の
も
の
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
内
容
に
よ
る
差
異
の
反
映
を
抑
え
、
作
者
の
純
粋
な
表
現
上
の
特
性
を
導
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
調
査
の
方
法
　
分
析
に
は
、
日
本
の
古
典
文
学
作
品
の
な
か
で
、
最
も
多
く
の
読
者
を
も
ち
、
多
数
の
訳
文
が
提
供
さ
れ
て
い
る
『
源
氏
物
語
』
の
現
代
語
訳
の
文
章
を
用
い
、
そ
の
う
ち
、
第
1
6
帖
「
関
屋
」
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
2
1
種
類
の
訳
文
に
つ
い
て
、
《
文
の
数
》
と
《
文
の
長
さ
》
を
調
べ
、
さ
ら
に
、
そ
の
中
で
、
現
代
の
一
般
的
な
読
者
を
対
象
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
6
人
（
谷
崎
潤
一
郎
、
与
謝
野
晶
子
、
舟
橋
聖
一
、
円
地
文
子
、
田
辺
聖
子
、
窪
田
空
穂
）
に
よ
る
9
つ
の
訳
文
に
つ
い
て
、
《
品
詞
の
構
成
比
》
、
《
助
詞
の
比
率
》
、
《
使
用
頻
度
の
高
い
助
詞
の
比
率
》
、
（
使
用
語
彙
の
特
徴
》
を
計
量
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
。
　
調
査
の
結
果
　
2
1
種
類
の
訳
文
の
う
ち
、
『
源
氏
物
語
』
の
研
究
者
に
よ
る
注
釈
的
、
な
い
し
、
直
訳
的
な
立
場
か
ら
の
訳
文
は
、
《
文
の
数
》
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
、
平
均
的
な
数
値
を
示
し
、
創
作
的
、
な
い
し
、
文
学
的
な
立
場
か
ら
の
訳
文
の
場
合
に
は
、
個
体
差
が
大
き
い
。
　
（
文
の
長
さ
》
に
つ
い
て
み
る
と
、
平
均
し
て
一
文
が
最
も
長
い
の
は
、
谷
崎
、
短
い
の
は
、
田
辺
で
あ
る
。
谷
崎
は
、
接
続
助
詞
を
多
く
用
い
、
時
間
的
な
推
移
を
追
っ
た
流
れ
る
よ
う
な
文
章
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
田
辺
ば
、
谷
崎
が
ー
つ
の
文
に
し
て
い
る
部
分
を
、
6
つ
の
文
に
分
け
、
会
話
体
を
用
い
、
人
物
関
係
を
明
確
に
し
た
文
章
で
訳
し
て
い
る
。
　
（
品
詞
の
構
成
比
》
や
（
助
詞
の
比
率
》
に
は
、
訳
者
に
よ
る
著
し
い
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
舟
橋
は
独
特
な
品
詞
構
成
を
も
っ
て
お
り
、
谷
崎
は
助
詞
の
構
成
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
が
、
円
地
の
文
法
的
な
特
徴
は
平
均
的
で
、
い
ず
れ
の
使
用
に
も
ほ
と
ん
ど
偏
り
を
み
せ
な
い
。
　
《
使
用
語
彙
の
特
徴
》
に
お
い
て
は
、
高
頻
度
語
彙
に
は
ほ
と
ん
ど
差
異
は
み
ら
れ
ず
、
や
は
り
、
原
文
に
よ
る
規
制
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
一
方
で
、
6
人
の
訳
者
の
う
ち
、
5
人
が
「
気
持
・
気
」
な
ど
を
用
い
て
訳
す
部
分
に
、
谷
崎
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
心
地
」
を
用
い
る
、
な
ど
の
よ
う
に
、
個
々
の
訳
者
に
よ
っ
て
、
用
語
に
個
人
差
が
あ
り
、
個
性
的
な
文
章
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
こ
れ
ら
の
特
徴
を
因
子
分
析
に
か
け
る
と
、
与
謝
野
の
文
章
に
は
、
漢
文
的
な
影
響
が
残
存
し
て
る
の
に
対
し
、
田
辺
の
文
章
は
文
が
短
く
な
っ
て
い
る
、
な
ど
の
時
代
的
な
流
れ
を
追
っ
た
文
体
的
な
特
徴
が
導
か
れ
る
。
そ
し
て
、
谷
崎
は
訳
文
と
い
う
規
制
を
受
け
な
が
ら
も
、
や
は
り
、
和
文
系
で
名
詞
の
少
な
い
長
い
文
を
構
成
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
今
後
の
課
題
　
こ
の
よ
う
な
同
一
情
報
の
表
現
に
み
ら
れ
る
質
的
な
異
同
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
文
章
表
現
に
内
包
さ
れ
て
い
る
安
定
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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